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ＵＲ都市機構の千里山団地建替計画 

● 団地居住者の居住の安定に配慮しながら、居住水準の向上と敷地の有効高度利用を図ります。 

● 吹田市と連携を図り、地域のまちづくり課題を解消するための駅周辺整備計画と一体的に事業を進めます。

周辺との一体的なまちづくり 

団地建替事業と駅周辺整備事業を効

率よく一体的に推進し、団地を含めた

地域全体を、より一層魅力あるものに

していきます。 

●駅周辺整備に協力しています 

●まちづくり課題の解消に努めます 

環境に配慮したまちづくり 

まちや住まいのライフサイクル（建設・

居住・改修・解体）を通した省エネを目

指しています。 

●建設副産物のリサイクルに努めてい

ます 

●断熱性の向上による省エネに努めます

団地環境資産の継承 

千里山の丘陵地形や豊かな緑環境

を、大切に継承していきます。 

●地形を活かした景観をつくります 

●樹木の保存や更新に努めます 

●伐採木や資材のリサイクルに努め

ます 

居住水準の向上 

美しく安全で快適な住環境を提供します 

●住宅性能･設備水準を向上させます 

●多様なニーズに対応した良質な住宅ストックを形成します 

※ＵＲ賃貸住宅ゾーンは設計中であり、変更する場合があります 

公園を整備します 

スロープや階段を整備して、地域

の動線を確保します 

歩道を整備します

建物イメージ

建替前 建替後(先工区）
戸　　数 724戸 約350戸※

階　　数 4階 5～8階
型　　式 2K～2DK 1DK～4LDK
専用面積 約35㎡ 約43～約90㎡
※ 先工区のみの建設戸数。後工区の土地利用は未定。  

千里山建替事業の概要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右の４つの課題の解消のため、平成 17 年 7 月にま

ちづくり懇談会を発足し、市民・UR・吹田市等とでまち

づくりについて話し合い、計画を積み上げて、現在に

至っています。 

駅前交通広場と跨線橋線イメージ 

千里山地区の概要 

 千里山地区は、大正末期に住宅地が開発され緑豊かで閑静な住宅街

として市街地が形成されてきました。しかし、近年では、踏切を中心とした

千里山駅周辺の交通環境の改善が、地域の大きな課題となっています。

課題解消のため、千里山駅周辺整備事業は老朽化した都市再生機構

（UR）千里山団地の建替えと総合的・一体的な整備を行うものです。  

千里山駅周辺の整備計画

環境負荷軽減を目指した自転車駐車場

  

  
太陽光発電や緑化等による環境負荷

軽減を目指します。 

＜収容台数＞ 

自転車及びバイク  約 1,300 台

歩行者の安全を確保した都市計画道路イメージ 

■都市計画道路 千里山佐井寺線 

両側 4.5m の自転車歩行者道を整備します。歩道部分については、透水性舗装をおこない環境負荷軽減につとめます。 

 

踏切より東側方向 千里山佐井寺図書館前より西側方向 

千里山駅周辺整備事業のこれまでの歩み 

今後の事業スケジュール 

平成 18 年 6 月 道路計画提案書提出 

まちづくり懇談会 法手続き 都市再生機構（UR） 凡例 

平成 17 年 7 月 まちづくり懇談会発足 

吹田市 

  

 
まちづくり懇談会の様子 

 

提案書を市長へ提出 

 

改札付近から見た駅前交通広場 駅ホームから見た跨線橋線UR 建替事業 凡例 吹田市事業（ UR 直接施行 ） 吹田市事業

駅前都市機能の不足（駐輪場等） 

 踏切の安全性 

都市計画道路（千里山佐井寺線）

の未整備 

課題２ 

課題３ 

課題４ 千里山団地の老朽化 

千里山佐井寺線(星が丘工区) 一般部 

■駅前交通広場 

 駅前交通広場には、人の広場及びバス・タクシー等の

待機場所を整備。将来は路線バスの乗り入れ予定。 

■跨線橋線 

 跨線橋線により車の東西連絡機能を確保。これにより、

踏切内は歩行者・自転車専用となります。  

 

 

 

 

 

都市計画道路（星が丘

工区）と跨線橋線、自転車

駐車場を整備します。 

 

 

 

 

 

 

駅前交通広場を建設し

ます。 

 

 

 

 

 

 

UR 賃貸住宅の居住者

の移転完了後、先工区の

建物を解体します。 

 

 

 

 

 

 

戻り用UR 賃貸住宅を建

設し、戻り入居完了後、後

工区の建物を解体します。

先工区 後工区 自転車 

駐車場 

平成 22～23 年 平成 23 年 平成 23～25 年 平成 24～26 年 平成 26～27 年 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路（松が丘

工区）を整備します。 

平成 26～29 年

都市計画道路 

(星が丘工区) 

跨線橋線 

駅前交通広場 

商業施設 

都市計画道路

(松が丘工区)

 

 

自転車駐車場 

予定地 

跨線橋線 

駅前交通広場 

都市計画道路 

千里山佐井寺線（星が丘工区） 

吹田市 

踏切 

シルバーワークプラザ 

  
歩道の拡幅・交差点の改

良等を計画しています。 

課題１ 

断面図 

（現況） 
（現況） 

（現況） 
（現況） 

千里山駅西側について

  

※イメージであり、実際とは異なる場合があります。 

*都市再生機構（UR）が、建替事業に関連する公共施設(道路等)を地方公共団体に代わって整備する制度 

*  

 0ｍ 100ｍ 

千里山佐井寺 

図書館 

       千里山駅周辺整備事業（事 業 中） 

平成 19 年 3 月議会 市道路線（跨線橋線）認定可決 

平成 21 年 2 月 『千里山団地区域再生への提案 

－市民の想い－』提案書提出 

平成 20 年 9 月 千里山団地建替事業着手 

平成20 年3 月 都市計画決定（千里山佐井寺線・駅前交通広場） 

平成 19 年 1 月 まちづくり提案書提出 

商業ゾーン 
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